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マ ウ スの実験 的 サ ルモ ネ ラ症 に対 す るNitrofuran剤

お よび常用 抗生 剤 の治 療 効果 の比 較 検討

善養寺 浩 ・寺 山 武 ・池 島 伸 至 ・小野川 尊

東京都立衛生研究所微生物部細菌第1研 究科

(昭和48年12月15日 受付)

急性 下痢症の原 因菌の 中で,サ ルモ ネラの 占める比率

がかな り高 く,近 年 それは ます ます顕 著に な りつつ ある

こ とが指摘 されてい る(斉 藤 ら1),丹 治 ら2),杉 山 ら3))。

また,健 康保菌 者検索に おい て見 出 され るサル モネラ保

菌者 数 も年々増 加の傾 向があ り,そ れは小児 において,

特 に著 しい ことが小野川 ら4,5)によつて報告 され てきた 。

こ うしたサルモ ネラ腸炎患者や保菌 者に対す る治療 に

は,各 種 の抗 生剤が使用 され ているが,サ ル モネラを 完

全 に除菌 す ることは きわ めて困難 であ る と され て い る

(谷垣 ・杉 山6),深 谷 ら7),丹 治 ら2),KOHLER8))。 谷垣 ・

杉 山は,サ ルモ ネラ腸炎患者 の中にはいちお う症状 が快

癒 した後200日 以上 も保菌 し,し ば しば再発す る例 もみ

とめ られ ると報告 してい る。

腸管 内サルモ ネラの抗生剤 な どに よる除菌の 困難 な理

由については,現 在 もな お解明 されて いないが,一 般 に

感染 サル モネ ラはin vitroで 常用抗 生剤に感受性 であつ

て,必 ず しも耐 性菌 でない ことが注 目に価す る。

われ われは,サ ル モネラが治療 に用い られ る抗 生剤に

感 受性であ りなが ら除菌 されに くい とい う機 構 を 解 明

し,ひ いてはサル モネ ラ感染症の治療を容 易にするため

の研 究を行なつて きた。本報 では,マ ウス対Salmonella 

enteritidisの 実験 的サルモ ネラ症に対す るニ トロフラン

剤 お よび常用抗生剤 の治療i効果を比較検討 した成績を 報

告す る。

実験材料 および方法

使 用菌 株:

Salmonella enteritfdis RB1株 を用 い た。 こ の 菌 株 は

慶 応大学 医学部微生物学教室 の斉 藤和久教授か ら,三 共

(株)中央研 究所 の小此木博士を介 して分 与 された。S.en-

teritidis RB1株 はRough型 菌 であ り,本 菌株 は10 7個

の生菌 をマ ウスの腹腔 内に注射 して もマウスをた お さな

い弱毒 変異株であ る。本菌株 は実験に供試 した ニ トロフ

ラン剤お よび抗生剤に対 してin vitroで の抗菌試 験にお

いて,FT:<0.20μg/ml,ABPC:<0.20,KM:3.12,

CP:0.78,CER:3.12の 感受性 を示 した。

接種菌量 および経 路:

全実験を通 して,普 通 寒天培地に37℃18時 間培養 した

菌苔をか き とつ て生理 食塩 液に4～8×10 7/mlの 割に浮

遊 した菌液を0.5mlあ てマ ウスの腹腔内に注射 した。

実 験動物:

ICR系 のSPFと して 市販(日 本 クレア)さ れ て い

る,5～7週 令 マ ウスを雌 雄の別な く用いた。4週 令 マ

ウスを購入後,1～3週 間,固 型 飼料(オ リエ ソタル酵

母)と 水道水 で飼育 したマ ウスを実 験に供 した。実験に

は1群5匹 の マウスを用 い,同 一ケー ジに5匹 あ て入れ

て飼 育 した。

供 試薬剤 および投与方法:

ニ トロフラン剤 としてパン フランーS(FT)を,抗 生剤

として硫酸 カナマ イシソ(KM),ク ロラムフェニコール

(CP),セ ファロ リジン(CER)お よびア ミノベ ンジルペ

ニ シ リン(ABPC)を 用いた。FTは0.2mlを 経 口的

に投与 し,KM,CP,CERお よびABPCは0.1mlを

大 腿筋肉 内に注射 した。特 に記載の ないか ぎ り,治 療 に

は各薬剤 とも1日1回2mgを 各マ ウスに投与 した。

感染 マウス肝臓 内サルモ ネラ生菌数の測定法:

マ ウスをエ ーテルで麻酔死 させ,無 菌的に肝臓を摘 出

した。 その肝臓 の全 量を ガラスホモジナ イザ ー(20ml

用)に 入れ,10mlの 滅菌 ブレーンハ ー トインフユージ

ョンブ ロース(BHI)を 加えて ホモ ジナ イズ した。 肝臓

ホモ ジネー トを原液 とし,さ らに これを10倍 段 階 希 釈

し,そ の原液 および各希釈液 の0.1mlあ てをDHL寒

天 平板に塗 抹 して37℃ で24時 間培養を行 なつた。培養 後

生 じた集落を数え,さ らに,そ のい くつか の集 落につい

て生化学的性状試験 を行 ない,そ れが実験 に用 いたサル

モネ ラであ るこ とを確認 した上 で,肝 臓 内サルモネ ラ生

菌 数を求めた。菌数測定 には各希釈につ いて2枚 あての

DHL寒 天平 板を用い,2枚 の平均 値を とつた。

残 りの肝臓BHI乳 剤は滅 菌試験管 に移 し,37℃18時

間培養を 行 ない,つ いでその1白 金耳をDHL寒 天平板

に塗抹,37℃24時 間培養 してサル モネラの存在 の有 無を



VOL.22 NO.7 CHEMOTHERAPY 1181

確認 した。肝臓BHI乳 剤 の増菌培養 に よ りサル モネラ

が確認 され,DHL寒 天での菌数 計算 でサルモ ネラが認

められ なかつた場合には,肝 臓 内サル モネ ラ菌 数を100

個以下 とみなして<100と 表示 した。DHL寒 天 での菌

数計算 でサル モネラが認 められず,さ らに増菌 培養で も

サル モネラが確認 され なかつた場合 には肝臓内サル モネ

ラ菌 数を0と した。

治療 効果の有意差検定法:

FTお よび各抗生剤の治療効果の検定 は,く り返 し数

の等 しい一元配置法に よつ た。 すなわち,1群5匹 の マ

ウスを実験に用い,そ れ ぞれの動物 数を くり返 し数 とみ

な し,マ ウスの肝 臓内サルモ ネラ数 と脾 臓重 量を分析素

因 として検定 した。脾臓重量につ いての 検 定 に お い て

は,各 個体の体重差 に よる誤差をな くすために,脾 臓重

量 を体重 で除 し,さ らにその値を計算を容 易にす るた め

に10,000倍 して正 の正数 とし,こ の値 を素因 として各

薬剤治療群の平均値 を求 めた。 この平均値 か ら一元配置

法 に よつ て全治療薬剤 間に有意差が あるか ないかを 求 め

る と共 に,各 群 間の治療 効果をTUKEYのQ検 定に した

が い検 定 した。肝臓 内サルモネ ラ生菌数につ いての検定

は菌数 計算に よつ て得 られた値を常用対数 で表わ し,各

治療群 ごとの平 均値を 出 して一元配置法 に よつて全治療

薬剤 間の有意差を 求 める と共 に,TUKEYのQ検 定 に よ

り治 療効果を判定 した。

実 験 成 績

1.　 サル モネ ラ感染マ ウスの脾臓 重量の検討

サル モネ ラ感染 マウスの脾臓重 量が感染後 どの ような

経過 で増大 し,ど の時点 で脾臓重 量の変化 を指標 とした

有意差検 定を した らよいかを決 め るために実験 を行 なつ

た。

Fig.1は1群5匹 のマ ウスの脾臓重 量の平均値 をサル

モネラを感染 させてか ら,1～6日 後の値を示 したもの

であ る。マ ウス脾臓重量は サルモネ ラを 感染 させた 後1

～5日 まで ほぼ直線的に増大 して約5日 後に最大値 に達

した。 この時点ではマ ウス脾臓重 量は無処置健康 マ ウス

の脾臓 の約2.5倍 に も腫大 し,サ ルモ ネラ感染治療実 験

に おい て,そ の効果を判定す る基準 として脾臓重量を比

較検討 する意味 があ るもの と考 え られた。そ こで,以 後

の実験 では,サ ル モネラを感染 させた後マ ウスの脾臓重

量が ほぼ最大 に達す る5～6日 後 にマ ウスを殺 し,治 療

Table 1 Evaluation of therapeutic effects of antimicrobial agents, in comparison with the inhibitory 
effect on increasing of weights of the spleens in mice infected with Salmonella enteritidis. 

(Treatment was begun immediately after infection)

Drugs were each administrated with 2.0 mg per mouse once a day for 4 days. 

A total of 5 mice was used in each of treatment groups. 

Note Numbers in the table are mean value and numbers in the parenthesis indicate minimum and 

maximum values.

Fig. 1 Increasing of weights of the spleens in 
the mice after the infection of Salmonella 
enteritidis, strain RB1.
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効果を判定す る ことに した。

2.　 サルモ ネラ感 染マ ウス に対す る各種薬剤の治療効

果の検討

1)　脾臓重量 を指標 として検定 した場 合:

マ ウス腹腔 内に2×10 7個 のサル モネ ラ生菌を接種 し

てか ら直 ちに薬剤 を投与 した場合 と,菌 接 種 してか ら24

時間 後に治療 を開始 した場合 の各薬剤の治療効果 を検討

した。Table1は 菌接種後 直ちに治療を開 始 し,1日1

回各 マ ウスに2mgの 薬剤を5日 間投与 し,6日 目にマ

ウスを殺 して その脾臓重量 を計量 した成績 を示 した もの

である。 この成績を も とに,一 元 配置 法に よ り治療 効果

の有意差 を検定 した成績をFig.2Aに 示 した。す なわ

ち,菌 を 接種 して何 ら治療 を行なわ なかつ た群 と,CER,

ABPC,CPま たはKMで 治療 した群 との間に は 有 意

差が認 められ ないのに,FTで 治療 した群 との間には5

%危 険率 で有意差が認 められた。 また菌を接 種 しない健

康 マ ウス群 と比較 した時,菌 接種 無処置 対照群,CER,

ABPC群 との 間に有意差が認 められ たが,FT,CM,KM

群 との間には有意差が 認 め られなかつた。 この 結 果 か

ら,菌 接種直後 に治療 を開始 した実験に お い て は,FT

の治療効果 は明 らかに認 め られ,CPお よびKMで も推

計学 的に有意差 を認 め るほ どで はないが,わ ずかに脾臓

重 量の増大 を抑制す る効 果 を 示 した。ABPCお よ び

CERで は治療効果は まつた く認 め られない といえ る。

Table 2 Evaluation of therapeutic effects of antimicrobial agents, in comparison with the inhibitory 
effect on increasing of weights of the spleens in mice infected with Salmonella enteritidis. 

(Treatment was begun 24 hours after infection)

Drugs were each administrated with 2.0 mg per mouse once a day for 4 days. 

A total of 5 mice was used in each of treatment groups. 

Note Numbers in the table are mean value and numbers in the parenthesis indicate minimum and 

maximum values.

Fig. 2 Statistical analysis on the evaluation of therapeutic effects of antimicrobial agents, based on 

the results obtained from the comparison of weights of the spleens in the mice.

Note **: P<0.01, *: <0.05,-: not significant

Keys for abbreviation ; CER : Cephaloridine, ABPC : Aminobenzylpenicillin, CP : Chloram-

phenicol, KM: Kanamycin, FT : Panfuran-S, Cont. : infected mice without treatment, 

H-cont. : Healthy control.
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Table 2お よびFig. 2Bは,菌 を接種 してか ら24時

間後 に治療 を開始 した実験結果を示 した ものであ る。菌

接 種24時 間後に治療 を開始 した場 合に も,菌 を接種 して

ない健康マ ウス群 とFTで 治療 した群 との間には脾臓重

量に有意の差は認め られないのに,そ の他 の薬剤 および

菌接 種後治療 を してない群 との間には明 らかな有意差 が

認 められた。 この ことは,菌 を接種 してか ら24時 間経過

した後に治療を開始 しても,菌 接種 直後に治 療をは じめ

たの と同様にFTに その効果 がある ことを示 して いる。

同様な実験 を3回 行 なつ たが,FTの 治療効果は どの

実験に おい ても安定 して認 め られた。 これに対 して,そ

の 他の薬剤,と くにKM投 与実験群 におい て効果の認

められ る場合 もあつ たが,3回 の実験で安定 した効果を

示す もの ではなかつ た。

2)肝 臓内サル モネラ生菌 数を指標 として検定 した場

合

マ ウスにおけ る実験 サルモネ ラ症 では,菌 は肝臓内 で

増殖 し,チ フス結節(チ フォーム)を 形成 す る。そ こで,

この感染 実験に おいては,感 染 マ ウスの肝臓 内生菌数 を

測 定 し,一 元配置法に よ り各薬剤に よる治療 効果を検討

した。脾臓重 量につ いての検定 と同様 に,菌 接種直後 と

24時 間 後に治療を開始 した群 につい て実 験を行なつた。

Table 3は 菌接種直後 に治療 を開始 した場 合 の肝 臓 内

サルモ ネラ生菌数を対 数値で表わ し,そ の平均値を示 し

た ものであ る。 また,脾 臓重 量につい て も同時に調査 し

たので併わせ て表示 した。 この成績を も とに,肝 臓内生

菌 数を指標 として各薬剤 の治療 効果を 一 元配置法に よつ

て検定 した結果 をFig.3Aに 示 した。FTで 治療を 行 な

つた場合 には,KMと の間には有意 差はなかつたが,他

の薬剤で治療 した群 との間に1%危 険率 で有 意差を認 め

た。いつぽ う,KM治 療 の場合は,CPお よびABPC

群 との間に1%危 険率 で,CER群 との間に5%の 危 険

Table 3 Evaluation of therapeutic effects of antimicrobial agents, in comparison with the inhibitory 
effect on increasing of weights of the spleens and viable counts of Salmonella in the livers 
in mice infected with Salmonella enteritidis. (Treatment was begun immediately after infec-
tion)

Drugs were each administrated with 2.0 mg per mouse once a day for 4 days.

A total of 5 mice was used in each of infected groups.

Note Numbers in the table are mean value and numbers in the parenthesis indicate minimum and 

maximum values.

Fig. 3 Statistical analysis on the evaluation of therapeutic effects of antimicrobial agents, based on 

the results obtained from comparison of viable counts of Salmonella.

Note ** : P<0.01, * : P<0.05, - : not significant 

Keys for abbreviation ; CER Cephaloridine. ABPC : Aminobenzylpenicillin 

CP : Chloramphenicol, KM : Kanamycin, FT : Panfuran-S.
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率 で有意差 を認 めた。

菌接種24時 間後に治療を 開始 した場合の成績 をTable

4に 示 した。 この成績 をも とに一元配置法 によつて各薬

剤治療群 の有意差検 定を行 なつた結果 はFig. 3Bの とお

りであ る。 この図か ら明 らか な よ うに,FTで 治療 を し

た場合 にはCP,ABPC,CERで 治療 した群 との間にそ

れぞれ1%危 険率 で有意差がみ られ,さ らにKM治 療 群

との間 にも5%危 険率で有意 差を示 し た。 以 上 の 成 績

は,FTで 治療 した場 合には菌接種 直後 で も24時 間 経

過 後に治療を開始 した場 合で も安定 した治 療効果 を認め

るが,KMで 治療 した場合 には菌接種直後 に治療を 開始

した場合 のみ治療 効果を示 し,菌 接種24時 間経過治療 を

開 始 したのでは,そ の効果が な く,ま た,CER,ABPC

およびCPに はいずれ の場合 にも治療効果 が認 め られな

いこ とを示 す ものであ る。

3. FTの 投与量別治療効果 の検討

上記 の実験において,FT投 与の場合 だけ安定 した効

果 のある ことが確 認 されたの で'FTの 治療 効果が投与

量を変 えた場 合にどの ような成績を示 す か 検 討 を 加 え

た。Fig. 4は 菌 を接種 してか ら24時 間 後に治療 を開始 し

た場合 のマ ウス脾臓重 量の変化を指標 として,FTの 投

与量別治療効果 を比 較 した成績を示 したものであ る。 こ

れか らわか るよ うに,FTの 効果 は,2mgお よび1mg

を1日1回 それぞ れ投与 した群 と,菌 接 種 無 処 置 対 照

群 お よびFTを0.5mg量 以 下投与 した群 との間に明瞭

な有 意差が認 め られ た。すなわち,こ の実験 ではFTの

Table 4 Evaluation of therapeutic effects of antimicrobial agents, in comparison with the inhibitory 
effect on increasing of weights of the spleens and viable counts of Salmonella in the livers 
in mice infected with Salmonella enteritidis. (Treatment was begun 24 hours after infection)

Drugs were each administrated with 2.0 mg per mouse once a day for 4 days.
A total of 5 mice was used in each of treatment groups.
Note Numbers in the table are mean value and numbers in the parenthesis indicate minimum and 

maximum values.

Fig. 4 Statistical analysis on the evaluation of therapeutic effect of Panfuran-S by the administrated 
dosis based on the results obtained from comparison of weights of the spleens ef the mice. 

(Treatment was begun 24 hours after the inoculation of Salmonella enteritidis)

Note ** : P<1.01, * : P<0.05, •| : not significant.
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治療 効果は1日1回1mg以 上投与 した とき治療 効果を

示 す といえ る。

Fig.5は マ ウス肝 臓内サル モネラ生菌 数を指標 として

検討 した成績を示 した もの である。 この場合には,FT

O.5mg以 上 を1日1回 投与 した群は その他 の群 に 対 し

て 明瞭 な治療効果 を宗 した。FTの 治療 効果は マウス脾

臓重 量の変化を 指標 と して検 定 した ときよ りも,肝 臓内

サルモネ ラ生菌数を指標 として検定 した時のほ うが半量

の薬剤投与で効果に有意差 のあ ることを示 してい る.

4.　 投与 回数別FTの 治 療効果

FTを1日1回2mgを 各マ ウスに投与 した場合に,.

何回投与 した ら治療 効果を現わす かを 検 討 した 成 績 を

Table 5 Evaluation of therapeutic effect of Panfuran-S, observed through the inhibitory effect on 

the increasing of the weights of the spleens and viable counts of Salmonella in the livers 

in mice infected with Salmonella enteritidis.

Treatment was begun 24 hours after the inoculation of Salmonella enteritidis. 

The drug was administrated orally with 2.0 mg per mouse once a day. 

A total of 5 mice was used in each treatment and control groups. 

Note Controls in the table are the infected mice without treatment.

Fig. 5 Statistical analysis on the evaluation of therapeutic effect of Panfuran-S by the administra-
ted dosis based on the results obtained from comparison of viable counts of Salmonella in the 
livers of the mice. 
(Treatment was begun 24 hours after the inoculation of Salmonella enteritidis)
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Table 5に 示 した。 この実 験ではS.enteritidis RB1株

の生菌を2×107/マ ウス,腹 腔内に注射 してか ら24時 間

後 に第1回 の治療 を行 ない,以 後1日1回 あて薬剤を投

与 した 。1回 治療群 は薬剤を投与 してか ら24時 間後,す

なわち,サ ル モネ ラ感染か ら48時 間後 に5匹 のマ ウスを

殺 し,脾 臓重量 と肝臓 内生残菌数 を測 定 した。 対 照 に

は,菌 接種後薬 剤を投与 しない まま48時 間経過 した マウ

ス5匹 を あて,そ れ らを屠 殺 したのち の 所 見 と比 較 し

た 。以下,2～5回 治療群は それぞれ 薬剤を 投与 してか

ら24時 間後 に屠 殺 して脾臓重量 お よび肝臓 内生菌数を測

定 した。 また,各 治療 回数群 と菌感染 後同時 日を経過 し

たマ ウスにつ いて調べた ものが それ ぞれ の 対 照 と され

た｡し たがって,各 治療 回数群の マ ウスはサル モネ ラ感

染後 の時 日が異なつ てい るた め,マ ウスの脾臓重量 の変

化 を各群 ごとに比較す るこ とが で きないので有意差検 定

を行 なわ なかつた。

Table 5の 成績か ら明らかな とお り,肝 臓 内サルモネ

ラを それ ぞれの治療 回数群 の対 照群 と比較 し た 時,FT

1回 治療 ですでに 明瞭 な治療効 果が示 され た。 脾臓重 量

の変化を みた場合に も,第1回 治療 です でに対 照群 に比

して効 果が示 され てお り,そ れは時間の経過 とともに よ

り明瞭 となつた。

考 察
サル モネラの弱毒 生菌 を接種 されたマ ウスはへい死す

る ことな く長期 間生存す るこ とが知 られてい る。 この場

合,接 種 され たサルモ ネラは肝臓 や脾臓 な どに定着 して

一時 的に増 殖 し,長 期 間 これ らの 臓器 内に生残す る9,10)。

われわ れは この実験系 を応 用 して各種抗生剤 の実 験的サ

ル モネ ラ症に対す る治療効 果を比較検討 した結果を本報

で述 べた。実験 には,ニ トロフラ ン剤 としてFT,抗 生

剤 としてKM, ABPC, CERお よびCPを 用いた。 各

薬 剤の治療効果を マ ウス肝 臓内サル モネ ラ生残菌数 と脾

臓の腫大抑制効果 を推 計学的 に比較検 討す るこ とに よつ

て表わ した。その結果,FTを 投与 したマ ウス群の脾臓

重 量 は無処置 対照群 マ ウスの脾臓重 量 と差異がないのに

対 して,CER, ABPC, CP治 療群 のそれ は対 照群 に比

して著 明に腫大 していた。抗生剤 の中で,KM投 与群 で

は,菌 を接種 してか ら直 ちに治療 を開始 した場合に は脾

臓の腫大 を抑制 したが,菌 接種後24時 間経過 してか ら治

療を開始 したのでは対照群 と有意差を示す ほ どの効 果が

認 め られ なかつ た。

肝臓内サルモネラ生菌数を指標として比較した場合に

もまつたく同様な成績が得られた。FT投 与群では,む

しろ肝臓内生菌数を指標として比較したときのほうが高

い治療効果を示した。

実験 的サル モネラ症 に対 して抗 生剤の治療効果を比較

検討 した報告 はあ ま り見 られ ない。五島11)はS.enteriti-

disの 弱毒変異株 を感染 させたマ ウスにSMを 投与 した

実験 成績 を報告 してお り,そ の実験では,サ ルモ ネラ感

染後18時 間以内に薬剤 を投与 した場合には,肝 臓内で の

サ ルモネ ラの増殖を 阻止 す ることがで きるが,18時 間以

後 に投与 したの では治療効 果を示 さない と述 べてい る。

わ れわれの実験 でも,KM投 与群 でほ ぼ同様な成績 が得

られ てい る。 した がつ て,SMやKMは 同じよ うな治

療効 果を示 す ものか も知れ ない。 しか し,実 際の ヒ トの

サルモ ネラ症を想定 した場 合には,菌 接種後24時 間を経

過 した もので治療効果を示 さない よ うな抗 生剤 は実用的

ではな く,こ の点FTの よ うに24時 間経過 後で も治療 効

果を示す薬剤 が治療 剤 として期待 され よう。

事実,ヒ トのサルモ ネラ腸炎に おい て,常 用抗 生剤に

よるサ ルモネラの完全除菌が非常に 困難 である ことが指

摘 され てお り,こ うした症例に おいて,抗 生 剤 に 対 し

て,そ の患者 由来菌株が耐性 である場 合には当然の こと

と理解 できるが,そ の菌株が使用抗生剤 に感受性 であ り

なが ら除菌 されない ことが多い といわれてい る6,7,8)。わ

れ われ の実験的サル モネラ症 において も,供 試菌 株はす

べての使用薬剤に感受性 であ り,し かもマ ウス継代後 も

そのMICに 変化が認 め られていない ことか ら,生 体内

に侵入 したサル モネ ラが治療 薬剤に抵抗 を示す機構 はな

ん らかの別 の要 因に よるもの と考 えられ る。た だ し,わ

れわれ の実験 において,FTだ けに治療効果 が認 め られ

た こ とか ら,こ うしたサルモ ネラの生体 におけ る抗 生剤

への抵抗機講解 明に手がか りを与 えて くれた もの といえ

よ う。

結 論

S.enteritidisの 弱毒変異株 をマ ウスに感染 させた実験

的 サルモネ ラ症に 対 してFT, KM, CER, ABPC, CP

の治療 効果を比較検討 した。

FTは サルモネ ラ感染直後 および24時 間後に投与 して

も著明な治療効果を 示 した。KMは 菌接種 直後に投与 し

た場 合には治療効果を 示 したが,24時 間後に治療を開 始

した場合には効果を 示 さなかつた。CER, ABPC, CPは

いずれの場合に も治療効果を示 さなかつた。

FTの 治療効 果は0.5mg/マ ウス/日以上投与 した時

に だけ認 め られ,ま た2mgを 投与 した場合 には1回 の

投与 で著 明な効 果が認 め られた。
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EVALUATION ON THERAPEUTIC EFFECTS OF A NITROFURAN

DERIVATIVE AND SEVERAL ANTIBIOTICS FOR EXPERIMENTAL

SALMONELLOSIS IN MICE

HIROSHI ZEN-YOJI, TAKESHI TERAYAMA, NOBUYUKI IKEJIMA

and TAKASHI ONOGAWA

Department of Microbiology, Tokyo Metropolitan Research Laboratory of Public Health. 

24-1,3 chome, Hyakunin-cho, Shinjuku-ku, Tokyo

Comparative studies were made on the therapeutic effects of several antimicrobial agents, such 

as Panfuran-S (FT), Chloramphenicol (CP), Kanamycin (KM), Aminobenzylpenicillin (ABPC) and 

Cephaloridine (CER), for experimental salmonellosis in mice infected with an avirulent variant strain 

of Sal monell a enteritidis, RB1.

Of them, FT was found to have the most significant therapeutic effect (P<0.01-0.05), when 

more than 0.5 mg of the drug per mouse once a day was administrated orally at 0 and 24 hours 

after the infection. KM exhibitting the effect next to FT was effective only when it was administ-

rated via the intramuscular route immediately after infection, however, it was no longer effective if 

it was administrated 24 hours after the infection. None of the CER, ABPC and CP showed therapeutic 

effect on experimental salmonellosis in mice.


